
あれから 28年が 
 
1995 年 1月 17日、私は兵庫県加東郡社町という所に住んでいました。播磨地
方の東側に位置しています。神戸市の北 25 キロ位のところにある田舎街です。
ここに兵庫教育大学があります。その日の明け方近く、ドシーンという縦揺れ
で目が覚めました。10秒ぐらい揺れが続いたと感じました。大学の宿舎はコン
クリートの４階建てで幸い大丈夫でしたが、大変な揺れでした。8時頃テレビを
つけると、神戸の長田地区でもうもうと煙が上がる映像が出ました。東灘区深
江地区の阪神高速３号神戸線が横倒れです。後で知ったのですが、横倒し区間
は 635ｍにわたり、17基の橋脚が倒壊したとのことでした。 
 
数日して、神戸大学の図書館に出向きま
した。務めていた大学から応援に神戸に
出掛けたのです。書架が倒れ本が大散乱
している有様です。行き帰りに凄まじい
神戸市内を目の当たりにしました。神戸
市庁舎の二階部分が三階と一階とでサ
ンドイッチ状態です。三宮駅前のビルが
まだ傾いたままです。阪神電車が駅構内
で横倒しです。ところどころ道路がアメ
のように曲がり傾いています。多くの木
造の建物の残骸などが、どの公園の広場
に山積みになっています。 
 
震災後、最初のゼミの日、指導していた
一院生が語ってくれたことを紹介しま
す。その朝、彼は勤務していた学校に向かって３号神戸線を走っていたようで
す。突然ピカッという稲妻を見たのです。その瞬間運転していた車が左側に横
倒しになり、フェンスにぶつかります。左座席が押しつぶされました。ようや
く車からはい出すと、倒れたトラックの運転手が路面に横たわっていたという
のです。衝撃で投げ出されたようです。そこから 5 時間歩いて帰宅できたとの
こと。数日経って、神戸新聞社の記者が院生の自宅を訪ねてきて、当時の状況
を取材したそうです。その記者は、院生が乗り捨てた車のナンバープレートを



調べ院生をつきとめたのです。 
 
私を含めて、誰もが「近畿地方は地震が少ない、仮に起こったとしてもそんな
に大きな地震とはならない」と思いこんでいました。しかし、この災害は明石
海峡を震源とした内陸直下活断層による地震だったと分かりました。小さな地
震が起こらないできたためにひずみの蓄積が起こって、規模の大きな地震が発
生したのです。地震など起こら
ないという大変な誤解をしてい
ました。大事な教訓です。 
 
その後 6,434 人の尊い命が失
われたと報じられました。今日
であれから 28 年が経ちました。 
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